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B：概ね予定どおり

C：遅れている。

「佐渡金銀山」保存・活用行動計画

令和６年度事業点検・評価調書　
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第４章　世界遺産登録に向けた来訪者の受入体制整備
取組項目 ガイダンス施設整備

Ⅱ．ガイダンス機能・ガイド体制の充実

事業(施策)名 ６　ガイダンス施設整備

佐渡市世界遺産推進課

関連団体
県文化課、佐渡市観光振興課、佐渡市社
会教育課

事業実施期間 Ｈ28～R６

事
業
概
要

【事業目的】

世界遺産の価値を分かりやすく来訪者へ伝えるため、ガイダンス施設の整備を行う。

【事業内容】

メインガイダンス施設とサテライトガイダンス施設の機能分担の整理と整備事業を行う。

【本計画終了時点のゴール】

来訪者受入の拠点施設となるガイダンス施設（きらりうむ佐渡）の整備は令和２年度に完了した。
旧西三川小学校笹川分校のサテライトガイダンス施設としての運用を開始する。

こ
れ
ま
で
の
取
組
実
績

佐渡金銀山ガイダンス施設「きらりうむ佐渡」を平成31年４月に開館し、情報の発信と現地来訪の
拠点施設として運用している。
令和４年度には、サテライトガイダンス施設を予定している金子勘三郎家主屋の保存修理が完了
した。

課
題

事
業
計
画
と
実
績

【R６年度計画】

サテライトガイダンス施設として位置付けている、西三川砂金山の金子勘三郎家住宅の保存修理
事業を実施する（３か年の１年目）

【R６年度実績】

西三川砂金山の金子勘三郎家住宅の保存修理事業を実施した（３か年の１年目）

旧西三川小学校笹川分校の運用・活用について、引き続き地域住民との調整を続ける必要があ
る。

事
業
評
価

【ゴールに対する計画終了時の達成度】

　　〔　A  ・  B  ・  C　〕

地域保存団体との協議の結果、笹川分校の随時開館はできなかったが、ガイドツアー等での限
定的な運用を開始することはできたことから、B評価とした。
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